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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

１月の組織人員

4,763人（ ）加 入
16人

　

新
年
早
々
、
と
て
も
縁

起
の
い
い
話
が
舞
い
込
ん

で
き
た
。
毎
年
テ
レ
ビ
や

新
聞
等
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
、
マ
グ
ロ
の
初
競
り

だ
。
１
月
５
日
、
豊
洲
市

場
で
行
わ
れ
た
初
競
り
で
、

大
間
産
マ
グ
ロ
が
史
上
最

高
値
の
、
５
億
１
０
３
０

万
円
。
す
し
チ
ェ
ー
ン
「
す

し
ざ
ん
ま
い
」
を
展
開
す

る
喜
代
村
が
６
年
ぶ
り
に

一
番
マ
グ
ロ
を
競
り
落
と

し
た
。

　

ウ
ニ
の
初
競
り
も
ま
た

驚
く
よ
う
な
高
値
が
つ
い

た
。
一
番
ウ
ニ
の
価
格
は

３
５
０
０
万
円
。
競
り
落

と
し
た
店
で
は
ウ
ニ
丼
１

杯
１
０
０
万
円
で
提
供
さ

れ
た
。

　

「
マ
グ
ロ
の
初
競
り
価

格
が
高
い
と
、
そ
の
年
の

株
価
も
上
が
る
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
首
都
圏
の
一

部
で
は
好
景
気
ム
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち

地
方
に
住
む
人
間
は
縁
遠

い
話
だ
。

　

昨
年
に
は
標
準
労
務
費

も
発
表
さ
れ
、
職
人
の
賃

金
も
上
が
る
よ
う
、
国
も

後
押
し
を
し
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
し
っ
か
り
と
標

準
労
務
費
に
関
す
る
こ
と

を
学
び
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
組
合
に
相

談
を
す
る
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
の
賃
金
が
上
が
る
こ

と
が
今
年
の
目
標
だ
。

山
王
四
丁
目

来年度国保予算案
総額２７２０.８億円を確保
ハガキ・地元国会議員要請の成果

労
務
費
確
保
に
向
け
新
た
な
ル
ー
ル

法
的
根
拠
を
基
に
請
求
・
要
求
・
交
渉
を

2026年度
（令和８） 国保組合政府予算案

予算項目 令和８年度予算
（億円）

前年度比
（億円）

定率補助 1,539.2 ＋60.8

調整補助金（普調+特調） 1,093.5 ＋43.2

出産育児一時金補助金 廃止 －19.1

高額医療費共同事業補助金 60.1 ＋19.1

事務費負担金 22.2 ＋0.8

特定健診・特定保健指導補助金等 5.9 0

合　　計 2,720.8 ＋104.8

　

 

【
賃
金
対
策
部
長

　
　
　
　
　

渡
邉　

心
也
】

　

第
三
次
・
担
い
手
３
法

が
２
０
２
５
年
12
月
12
日

に
全
面
施
行
さ
れ
、
技
能

労
働
者
の
適
正
な
賃
金
支

払
い
と
労
務
費
確
保
の
た

め
の
新
し
い
ル
ー
ル
が
法

律
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
公
共
、
民
間
工
事

を
問
わ
ず
す
べ
て
の
工
事

に
お
け
る
「
労
務
費
に
関

す
る
基
準
」（
国
土
交
通

省
中
央
建
設
業
審
議
会
が

勧
告
）
を
著
し
く
下
回
る

見
積
り
・
契
約
が
禁
止
さ

れ
、
建
設
Ｇ
メ
ン
等
を
中

心
と
し
た
調
査
・
指
導
・

監
督
等
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

発
注
者
（
施
主
）
に
対

し
て
も
勧
告
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
建
設
工
事

の
請
負
契
約
に
「
労
務
費

に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ

い
た
新
た
な
取
引
ル
ー
ル

が
策
定
さ
れ
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
連
鎖
）

全
体
で
、
技
能
労
働
者
の

適
正
な
労
務
費
確
保
と
賃

金
支
払
い
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

が
基
本

　

「
労
務
費
に
関
す
る
基

準
」
と
は
、
各
都
道
府
県

の
職
種
ご
と
に
定
め
ら
れ

て
い
る
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
が
基
準
と
な
り
、

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
×
施
工
条
件
・
作
業
内

ル
別
判
定
）
が
今
後
更
に

重
要
と
な
り
ま
す
。

実
効
性
確
保
に
建
設
Ｇ
メ

ン
等
、
調
査
・
指
導
・
監

督
　

実
効
性
確
保
策
と
し
て

契
約
段
階
に
お
い
て
適
正

な
労
務
費
等
を
確
保
す
る

た
め
の
取
り
組
み
（
入
口

の
取
組
）
支
払
い
段
階
に

お
い
て
の
適
正
な
労
務
費

や
賃
金
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
（
出
口
の
取

組
）
に
加
え
、
建
設
Ｇ
メ

ン
を
今
ま
で
よ
り
も
増
員

し
調
査
・
指
導
・
監
督
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
経
費
（
法

定
福
利
費
の
事
業
主
負
担

分
、
安
全
衛
生
経
費
、
建

退
共
掛
金
）
を
、
見
積
書

に
お
け
る
内
訳
明
示
の
対

象
と
す
る
こ
と
が
適
切
と

し
て
い
ま
す
。

仲
間
一
人
ひ
と
り
の
賃
上

げ
に
向
け
て
運
動
を
進
め

よ
う

　

持
続
可
能
な
建
設
業
を

実
現
す
る
上
で
、
賃
上
げ

に
よ
る
技
能
労
働
者
の
処

遇
改
善
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
第
三

次
・
担
い
手
３
法
が
制
定

さ
れ
、「
労
務
費
に
関
す

る
基
準
」
が
作
成
・
勧
告

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
「
上
流
か
ら
下
流
へ
」

の
建
設
業
の
商
慣
習
を
、

容
を
照
ら
し
た
歩
掛
」
に

よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
単

位
施
行
量
当
た
り
の
労
務

費
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
「
労
務

費
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
か
ら
検
索
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
々
の
職
種
、

作
業
内
容
か
ら
労
務
単
価

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

中
央
建
設
業
審
議
会
で

は
、
技
能
者
の
賃
金
水
準

に
つ
い
て
、早
急
に
公
共
・

民
間
工
事
全
体
を
通
じ
て

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

並
み
の
水
準
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
別
年
収

が
賃
金
支
払
い
の
基
準

　

適
正
な
賃
金
支
払
い
の

基
準
と
し
て
は
、
国
交
省

が
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
別

年
収
」
を
改
定
し
基
準
と

さ
れ
ま
す
。
町
場
・
住
宅

分
野
を
含
め
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
普
及
促
進
と
就
労
履
歴

蓄
積
・
能
力
評
価
（
レ
ベ

で
１
０
４
・
８
億
円
増
の

到
達
を
築
き
、
総
体
と
し

て
増
額
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
数
や
医
療
費

の
伸
び
な
ど
、
全
体
と
し

て
は
一
人
当
た
り
の
医
療

費
等
の
適
正
な
数
字
を
見

込
ん
で
お
り
、
現
行
補
助

水
準
確
保
の
見
通
し
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
保
組
合
補
助
に
関
し

て
は
、
財
務
省
財
政
審
が

２
０
２
４
年
よ
り
再
三
に

わ
た
り
「
国
保
組
合
に
対

す
る
財
政
支
援
の
在
り
方

の
見
直
し
」
を
示
唆
し
、

高
額
所
得
組
合
の
定
率
補

助
が
見
直
さ
れ
る
厳
し
い

情
勢
下
で
の
予
算
闘
争
と

な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
情
勢
を
跳
ね
返

す
た
め
、
２
０
２
６
年
度

建
設
国
保
予
算
確
保
の
た

た
か
い
で
は
、
７
月
と
11

月
に
予
算
要
求
中
央
総
決

起
大
会
お
よ
び
デ
モ
行
進

を
行
い
、
私
た
ち
の
要
求

を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
厚
労
省
保
険

局
要
請
で
仲
間
の
切
実
な

状
況
と
要
求
を
要
請
し
て

き
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
や
集
会
、
地
元
国

会
議
員
要
請
行
動
等
の
運

動
の
強
化
に
む
け
、
組
合

員
・
家
族
の
ご
協
力
の
も

と
全
力
で
取
り
組
み
、
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
は
夏
に
６

１
７
４
枚
、
冬
に
７
６
８

３
枚
を
集
約
し
、
仲
間
の

声
を
国
へ
届
け
ま
し
た
。

　

厳
し
い
情
勢
下
で
も
総

額
で
増
額
確
保
を
築
き
上

げ
ら
れ
た
の
は
、
組
合
員
・

家
族
の
奮
闘
に
よ
る
運
動

の
成
果
で
す
。
仲
間
の
皆

さ
ん
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
、
現
行
補
助
水

準
確
保
、
そ
し
て
拡
充
へ

の
運
動
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
く
決
意
で
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

政
府
は
12
月
26
日
、
２

０
２
６
（
令
和
８
）
年
度

予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
総
額
は
約
１

２
２
・
３
兆
円
、
社
会
保

障
関
係
費
は
39
・
１
兆
円

と
な
り
、
ど
ち
ら
も
過
去

最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
組
合
予
算
総
額
は
２

７
２
０
・
８
億
円
で
、
２

０
２
５
年
度
当
初
予
算
比

※項目ごとに四捨五入しています

▶
国
土
交
通
省
が
公
開
し

て
い
る
「
労
務
費
に
関
す

る
基
準
ポ
ー
タ
ル
」
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

労務費確保のイメージ

中
央
建
設
業
審
議
会
が
勧
告

﹇
標
準
労
務
費
﹈

見積り提出
著しく低い
労務費は禁止
見積り変更依頼

著しく
下回る
見積り・
契約を
禁止

著しく
下回る
見積り・
契約を
禁止

２次下請の
技能労働者

材料費

自社
経費

下請
経費

労務費

元請

１次下請
自社
経費
下請
経費

労務費

２次下請
自社
経費

労務費 賃金

注文者 受注者

「
下
流
か
ら
上
流
へ
」
構

造
に
変
革
し
て
い
く
た
め

に
適
正
な
賃
金
・
労
務

費
・
必
要
経
費
等
を
工
事

金
額
に
し
っ
か
り
と
積
み

上
げ
て
い
き
請
求
・
要
求
・

交
渉
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
建
設
業
全
体
と

し
て
も
大
き
な
歴
史
的
転

換
点
と
な
り
ま
す
。
今
回

の
法
改
正
の
内
容
に
つ
い

て
周
知
・
理
解
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
の
仲
間
の
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
が
実

現
さ
れ
、
実
感
で
き
る
よ

う
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

予
算
確
保
の

た
た
か
い
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令
和
７
年
度
の
組
織
拡

大
運
動
は
、
５
千
人
組
織

の
回
復
に
向
け
、
訪
問
行

動
で
仲
間
と
の
繋
が
り
を

強
化
す
る
こ
と
を
最
優
先

課
題
と
し
て
、「
訪
問
行

動
を
必
須
」
と
位
置
づ
け

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
に
伴
う
建
設
従
事

者
の
減
少
、
事
業
所
脱
退

や
退
職
、
高
齢
に
よ
る
脱

退
な
ど
、
社
会
的
情
勢
の

影
響
を
克
服
で
き
ず
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
の
組
織

人
員
は
４
７
８
２
人
、
一

年
間
で
１
９
５
人
が
加
入
、

３
７
６
人
が
脱
退
し

１
８
１
人
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
と

比
較
し
て
加
入
者
で
21
人
、

脱
退
者
で
55
人
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

加
入
理
由
で
は
仲
間
・

親
方
の
紹
介
が
46
・
７
％

で
、
昨
年
の
44
・
９
％
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
加
入
者
の

半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、

口
コ
ミ
な
ど
仲
間
の
働
き

か
け
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脱
退
理
由
で
は
昨
年
同

様
、
転
職
・
廃
業
が
22
・

９
％
と
最
も
多
く
を
占
め
、

死
亡
に
よ
る
組
合
脱
退
が

18
・
４
％
と
高
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
別
の
組
織
状
況
は
、

２
支
部
が
現
状
を
維
持
し

た
以
外
は
減
勢
と
い
う
厳

し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
別
で
は

中
央
が
77
人
、
男
鹿
南
秋

が
21
人
、
県
北
が
35
人
、

県
南
が
64
人
と
い
ず
れ
も

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
適

用
除
外
事
業
所
が
加
入
す

る
本
部
直
轄
は
16
人
増
加

し
ま
し
た
。

　

加
入
者
と
脱
退
者
の
状

況
で
は
加
入
者
１
９
５
人

の
う
ち
、
91
人
（
46
・
７
％
）

が
仲
間
・
親
方
の
紹
介
、

昨
年
同
月
比
１
８
１
人
減
・
４
７
８
２
人
に

令
和
７
年
12
月
末
組
織
人
員

42
人
（
21
・
５
％
）
が
建

設
国
保
、
41
人（
21
・
０
％
）

が
再
加
入
を
加
入
理
由
と

し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
脱

退
者
３
７
６
人
の
内
訳
は

転
職
・
廃
業
等
が
86
人

（
22
・
９
％
）、
死
亡
69
人

（
18
・
４
％
）、
適
用
除
外

事
業
所
退
職
が

66
人

（
17
・
６
％
）、
市
町
村
国

保
移
行
が
57
人
（
15
・
２

％
）、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
者
の
年
代
別

で
は
20
代
が
45
人
（
23
・

１
％
）、
50
代
が

39
人

（
20
・
０
％
）、
30
代
が
38

人
（
19
・
５
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
脱
退
者
は
70
代

が
１
１
７
人
（
31
・
１
％
）、

40
代
が
59
人
（
15
・
７
％
）、

50
代
が
50
人
（
13
・
３
％
）、

20
代
が
40
人
（
10
・
６
％
）、

60
代
が
40
人
（
10
・
６
％
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
就
業
者
数
の
大

幅
な
減
少
、
高
齢
化
、
労

働
力
人
口
の
減
少
、
働
き

方
改
革
な
ど
、
建
設
業
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
中
、
組
織
を
拡
大
・

強
化
し
、
持
続
可
能
な
組

合
と
す
る
た
め
に
は
、
組

織
の
活
動
強
化
、
仲
間
と

の
繋
が
り
強
化
、
青
年
層

の
組
合
活
動
に
よ
る
拡
大

が
重
要
で
す
。
す
べ
て
の

支
部
で
仲
間
へ
の
訪
問
行

動
を
基
本
と
し
た
拡
大
行

動
を
展
開
し
増
勢
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
奮
闘
を
お

願
い
し
ま
す
。

組織人員表
令和７年１月～12月

ブロック 支　部 令和６年12月 加入累計 脱退累計 増　減 移動等 令和７年12月

中　央

千 秋 103 4 -6 -2 -1 100
秋田山王 113 3 -10 -7 0 106
築 山 59 2 -9 -7 2 54
牛 島 74 1 -8 -7 1 68
大 住 102 6 -8 -2 -6 94
仁 井 田 151 7 -10 -3 -8 140
秋 田 南 112 3 -6 -3 2 111
上 北 手 65 2 -3 -1 4 68
新 屋 236 12 -23 -11 -2 223
豊 浜 32 1 -4 -3 1 30
秋 田 東 223 8 -17 -9 0 214
中 央 152 1 -6 -5 -2 145
外 旭 川 85 1 -5 -4 2 83
土 崎 150 2 -13 -11 1 140
飯 島 173 13 -14 -1 -1 171
河 辺 78 3 -4 -1 3 80

小　　計 1,908 69 -146 -77 -4 1,827

男　鹿

南　秋

男 鹿 164 3 -10 -7 -2 155
天 王 231 14 -19 -5 3 229
井 川 37 3 -3 0 -1 36
五 城 目 86 0 -6 -6 0 80
昭 和 63 1 -4 -3 0 60

小　　計 581 21 -42 -21 0 560

県　北

鹿 角 29 0 0 0 0 29
大 館 111 2 -7 -5 0 106
北 秋 田 43 0 -2 -2 0 41
能 代 442 6 -25 -19 1 424
二 ッ 井 90 1 -4 -3 0 87
三 種 116 2 -8 -6 -2 108

小　　計 831 11 -46 -35 -1 795

県　南

本荘由利 438 9 -37 -28 -5 405
大仙・美郷 253 6 -13 -7 1 247
角 館 151 7 -15 -8 1 144
横 手 143 0 -16 -16 0 127
大 森 38 0 -3 -3 -1 34
湯 沢 49 1 -3 -2 0 47

小　　計 1,072 23 -87 -64 -4 1,004
本部直轄 571 71 -55 16 9 596
合　　計 4,963 195 -376 -181 0 4,782

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

所得税・消費税確定申告会のご案内所得税・消費税確定申告会のご案内所得税・消費税確定申告会のご案内
確定申告の時期になりました。組合では下記の日程で申告会を開催いたします。
参加希望の方は2月10日まで最寄の組合事務所へお申し込みください。

１．持参する物
①税務署から送付された申告書または確定申告のお知らせのはがき
②申告者のマイナンバーカード（両面コピー）。作られていない方は通知カードと免許証か保険証どちらかのコピー
③扶養家族のマイナンバー（申告会に初めて参加する方、扶養家族の追加がある方　メモ書きOK）
④印鑑・各種払込証明書・前年度の申告書と収支内訳書
※中建国保・労災保険料の払込証明書は当日会場で発行することはできません。紛失された方は
前もって再発行の手続きをしてください。

⑤配偶者の給与収入（パート収入）が201.6万円未満の場合いずれかの控除ができます。該当する方
は配偶者の源泉徴収票を持参してください。
※源泉徴収票がない場合、控除額が確定できないため控除できない場合があります。

⑥住宅借入金等特別控除がある場合、初回申告時の控え及び令和７年分（平成37年分）の住宅借入
金等特別控除申告書（昨年の申告会時にスムーズに終えた人は、初回申告時の控えは必要ありません。）

２．年間の収支・仕入れ・経費などは整理し、収支内訳書に下書きをしてきてください。
３．医療費控除を受ける方は、医療費控除の明細書に記入の上、持参してください。
４．税金学習会受講者証に令和７年４月以降の押印がある方は優先いたします。
５．指導員の指名を希望する方は10時まで受付をすませてください。10時以降は対応できません。
６．電子申告に対応していませんので、青色申告の65万控除には対応できません。
７．コロナウイルスは５類に分類されましたが、なるべくマスク着用にご協力ください。また、体調のすぐれ  
　  ない方、当日発熱のある方は来場をお控えください。
８．土地の譲渡等があった場合は対応できません。
９．住宅取得控除の初年度は対応できません。
10．消費税一般課税（本則課税）の申告は対応できません。
11．秋田会場の申込者が多数の場合は、日程を調整していただくことがありますのでご了承ください。

【注意事項】

開 催 日 会  場 開催場所 受付時間 対応支部

２月18日㈬

２月19日㈭

２月20日㈮

２月24日㈫

２月27日㈮

３月 ３ 日㈫

３月 ４ 日㈬

３月 ５ 日㈭

３月 ６ 日㈮

天王会場

男鹿会場

能代会場

本荘会場

大曲会場

秋田会場

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～14:00

  9:30～15:00

天王・五城目・昭和
井川

男鹿

能代・三種・二ツ井
鹿角・大館・北秋田

本荘由利

大仙美郷・角館
横手・大森・湯沢
築山・牛島・大住
上北手・土崎

仁井田・秋田東

秋田南・豊浜・中央
外旭川・飯島・河辺

千秋・秋田山王・新屋

潟上市民センター
天王館

男 鹿 市 文 化 会 館

能代山本
広域交流センター
本荘由利
地域職業訓練センター
大仙市
大曲交流センター

中央シルバーエリア
「多目的ホール」

秋田市御所野下堤 5-1-1

なんと 1.3%建退共に加入して退職金をもらおう！運用利回りが、

建設退職金制度について建設退職金制度について
一人親方の人も建退共に加入することができます

掛金納付年数（月数） 退職金額

 1 年（  12月）

 2 年（  24月）

 5 年（  60月）

10年（120月）

20年（240月）

24,192円

161,280円

414,087円

893,559円

1,933,479円

25年（300月）

30年（360月）

35年（420月）

40年（480月）

45年（540月）

2,474,439円

3,038,919円

3,641,031円

4,268,007円

4,913,127円

掛金納付年数（月数） 退職金額

…建退共とは…
　名称《建設業退職金共済制度》といいます。
　建設業で働く人たちのために国によって設立された制度です。
　本来は親方・事業主が建退共に加入し、従業員のために掛金を払いますが、一人
親方の場合は直接建退共に加入することができない為、組合の「任意組合」に加
入することで建退共が適用されます。現場で働いている方ならどなたでも入るこ
とができ、見習いの人も入ることができます。

…掛け金は…
　１ヶ月の掛金は、6,830円（１日320円×21日分＋110円の送金手数料）で、組合
から送付された振込用紙を使って振り込んでいただくことになります。

…退職金をもらうには…
　労働者が退職金の請求をするとそれまで手帳に貼られた証紙の枚数を通算し、
国の定めた基準に基づいて労働者に直接退職金が支払われます。退職金をもらう
ためには、手帳に証紙が12ヶ月以上貼ってあることが必要です。尚、退職金が支
給されるのは次のような場合です。

　○建設業で働かなくなった　○病気やケガなどで働けなくなった
　○事業主になった　　　　　○死亡した（遺族請求となります）

…退職金の額は…　およそ表のとおりです。

…手続きは…
　無料です。組合で一切の手続きをします。加入承認が下り次第、振込用紙をお
送りします。
　
※小規模企業共済や中小企業退職金共済（中退共）と重複して加入することはでき
ませんのでご注意下さい。ご不明な点は組合までご連絡下さい。

なんと 1.3%

組
織
拡
大
・
強
化
の
取
り
組
み
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11
月
16
日
、
秋
田
市
「
ほ

ど
の
保
育
園
」
に
て
青
年

部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
佐
々
木
耀
介
青
年
部
長

を
は
じ
め
、
青
年
部
員
４

名
と
駒
根
裕
哉
組
織
部
長

の
５
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
網
戸
の
張
り
替

え
、
ド
ア
鍵
の
調
整
、
開

け
に
く
く
な
っ
た
ド
ア
の

調
整
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
網
戸
の
張
り
替
え

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
サ

ッ
シ
か
ら
外
す
こ
と
に
手

こ
ず
り
、「
こ
こ
か
？
」「
そ

こ
か
？
」
と
ネ
ジ
を
と
っ

た
り
ロ
ッ
ク
を
外
し
た
り

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
屋
外
で
新
し
い
網

の
カ
ッ
ト
、
網
戸
用
ゴ
ム

と
ロ
ー
ラ
ー
を
使
い
、
網

会
が
入
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
室
内
で
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
思
案
し
て
い

た
ら
、
同
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
紙
芝
居
や

「
か
る
た
」
が
で
き
る
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
や
っ
て
い
て
、
こ

の
日
は
「
方
言
か
る
た
」

を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
使
わ
な
く
な
っ
た

鍵
の
調
整
は
、「
開
」
と

「
閉
」
の
状
態
が
逆
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
鍵
を
元
通

り
に
直
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
、
確
認
す
る
と
、

つ
ま
み
が
縦
の
状
態
が

「
閉
」
で
横
の
状
態
が
「
開
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
。
ド
ア
に
取
り
付

け
ら
れ
た
鍵
を
分
解
し
園

長
先
生
が
す
ぐ
側
で
見
守

る
中
、
直
す
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
も
う
一
方
の

建
付
け
の
悪
く
な
っ
た
ド

ア
は
、
建
具
の
調
整
を
行

う
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

滑
ら
か
に
動
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
作
業
後
は
園

長
先
生
か
ら
感
謝
の
言
葉

と
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

後
は
、
昼
食
を
は
さ
ん
で

組
合
員
訪
問
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
青
年
部
が
青

年
部
員
宅
を
訪
問
す
る
こ

と
は
今
回
が
初
め
て
の
試

み
で
す
。
保
育
園
が
中
央

支
部
の
地
域
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
中
央
支
部

内
の
青
年
部
員
リ
ス
ト
を

事
前
に
用
意
し
て
お
き
ま

し
た
。
泉
・
八
橋
・
寺
内

地
域
に
住
む
７
名
の
お
宅

に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
青
年
部
員
本
人

　

 

【
能
代
支
部

　
　
　
　
　
　

小
沢　

悟
】

　

能
代
支
部
で
は
11
月
23

日
、
八
峰
町
の
ハ
タ
ハ
タ

館
で
今
年
度
の
家
族
慰
安

会
を
行
い
ま
し
た
。
約
40

人
の
参
加
で
し
た
。

　

例
年
近
く
に
あ
る
施
設

で
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
を
開

催
す
る
の
で
す
が
、
こ
の

日
は
あ
い
に
く
大
き
な
大

カラオケ大会も開催

建具の調整中

張り替えは得意です

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
焼
肉
で
交
流

方言かるたで
盛り上がる

即
席
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
も

ル
フ
か
ら
の
温
泉
で
は
な

く
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
か
ら
の

焼
肉
に
変
え
て
、
初
め
て

の
支
部
員
も
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　
 

【
牛
島
支
部

　
　
　
　
　

猪
田　

博
樹
】

　

今
年
は
若
い
支
部
員
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

い
つ
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

保
育
園
で
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
育
園
で
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

終
了
後
、青
年
部
宅
を
訪
問

を
固
定
と

ス
ム
ー
ズ

に
作
業
が

進
み
ま
し

た
。

　

園
内
で

は
ド
ア
鍵

と
滑
り
の

悪
く
な
っ

た
ド
ア
の

調
整
を
行

い
ま
し
た
。

に
は
会
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
在
宅
の
家
族
の
方
に

は
組
合
活
動
の
紹
介
や
組

織
拡
大
に
向
け
た
活
動
な

ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

訪
問
活
動
の
経
験
の
あ

る
青
年
部
員
は
ほ
ぼ
い
な

か
っ
た
の
で
、
チ
ラ
シ
を

握
り
ド
ア
の
前
で
緊
張
し

た
り
、
在
宅
の
場
合
は
何

か
ら
話
そ
う
と
悩
ん
だ
り
、

今
後
の
訪
問
活
動
に
向
け

て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

来
年
も
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
青
年
部
員
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

言
葉
や
今
も
現
役
で
使
っ

て
い
る
言
葉
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
で
「
知
っ
て
る
～
」

「
聞
い
た
こ
と
な
い
～
」

な
ど
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
で
手
作
り

の
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。

　

笑
っ
た
後
は
ほ
ど
な
く

乾
杯
に
入
り
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
、
交
流
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

熱心な指導でメキメキ上達

日
の
３
連
休
の
ど

真
ん
中
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
当

初
の
日
程
で
は
参

加
す
る
予
定
だ
っ

た
役
員
も
、
参
加

で
き
な
く
な
る
な

ど
、
人
集
め
に
は

大
変
苦
労
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
を
予
約
し
よ
う
と

し
た
ら
、
大
会
が
あ
り
レ

ー
ン
の
予
約
が
で
き
ず
、

し
か
た
な
く
翌
週
11
月
23

　

 

【
大
住
支
部

　
　
　
　

高
橋　

善
郎
】

　

１
月
の
建
労
ニ
ュ
ー

ス
で
上
北
手
支
部
の
投

稿
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
、

す
ご
く
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
感
じ

ま
し
た
。

役
員
会
で

何
度
も
話

し
合
い
を

重
ね
、
支

部
全
員
の

目
線
に
立

ち
、
還
元

し
た
考
え

方
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

環
境
美
化
、
支
部
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
目
的
に

も
叶
う
こ
と
で
す
。
ど

こ
の
支
部
も
行
事
に
集

め
る
の
に
苦
労
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

行
事
が
中
止
、
繰
越
金

が
増
え
て
い
る
状
況
で

支
部
に
あ
っ
た
顔
の
見

え
る
活
動
に
は
賛
成
で

す
。
一
つ

の
実
例
に

な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

投
稿
く

だ
さ
っ
た

「
シ
ャ
イ

な

金

物

工
」
さ
ん

に
あ
り
が

と
う
、
感

謝
で
す
。

他支部の
活動に感嘆

　

少
な
い
人
数
な
が
ら
12

名
の
参
加
で
牛
島
支
部
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
ゲ
ー
ム
で
２
時
間

と
、
時
間
的
に
余
裕
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
懇

親
会
の
予
約
時
間
ギ
リ
ギ

リ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
久
し

振
り
に
プ
レ
ー
す
る
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
最
初
の
う

ち
は
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々

に
皆
さ
ん
本
領
を
発
揮
し

始
め
ま
し
た
。
今
回
は
子

供
も
２
名
参
加
し
、
う
ま

く
投
球
で
き
な
い
子
供
た

ち
に
コ
ー
チ
魂
に
火
が
付

い
た
の
か
牛
島
支
部
の
名

物
お
じ
さ
ん
佐
々
木
重
美

さ
ん
の
即
席
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
が
空
い
て
い
る
ス
ペ

ー
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
、
２
人
と
も

ス
ム
ー
ズ
に
投
球
で
き
る

よ
う
に
な
り
か
な
り
上
達

し
ま
し
た
。

　

場
所
を
変
え
て
焼
肉
じ

ゅ
う
じ
ゅ
う
仁
井
田
店
で

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
川
副
支
部
長

が
「
今
年
は
準
備
不
足
で

し
た
が
、
来
年
は
早
目
に

準
備
を
し
、
参
加
人
数
を

増
や
し
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

来
賓
の
武
田
事
務
局
員
に

乾
杯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
。
仕
事
、
支
部
、
先
ほ

ど
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

青 年 部

能代支部家族慰安会

牛島支部
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● 前回の当選者

　

昨
年
、
初
め
て
正
月
用

の
花
を
注
文
し
ま
し
た
。

予
想
を
は
る
か
に
超
え
た

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。�（
会
社
員　

67
歳)

　

熊
出
没
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
を
恐
れ
て
外
出

も
せ
ず
、
免
疫
力
作
り
と

食
事
に
気
を
つ
け
て
い
た

ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
お

腹
の
方
ば
か
り
ポ
ッ
コ
リ

‼
今
年
は
健
康
作
り
に
励

み
ま
す
。

�

（
塗
装
業　

75
歳)

　

年
賀
状
終
い
願
い
が
多

く
届
く
さ
み
し
い
時
代
に

な
っ
た
も
の
だ
。
出
す
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
。

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
。
人
々
の
安
否
に

欠
か
せ
な
い
年
賀
状
。
日

本
の
文
化
は
無
く
し
た
く

な
い
も
の
だ
。

�

（
畳
工　

79
歳)

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
秋
田
＝

熊
と
い
う
く
ら
い
、
毎
日

ニ
ュ
ー
ス
で
熊
の
話
題
ば

か
り
。
今
年
は
楽
し
い
事

が
い
っ
ぱ
い
の
1
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

�

（
配
管
工　

62
歳)

　

一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か

け
て
何
度
も
入
院
、
手
術
、

退
院
な
ど
繰
り
返
し
仕
事

も
休
み
大
変
で
し
た
。
で

も
、
組
合
に
入
っ
て
い
た

お
か
げ
で
、
共
済
や
休
業

補
償
な
ど
い
た
だ
き
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
大
工　

69
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字
以内の近況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進
呈致します。FAX 018-865-2292 締め切りは、２月16日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス
目を埋め、Ａ～Ｅの順に並べて下さい。
読むと言葉になります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

よこのかぎ
 １ ．�竜宮城のプリンセス
 ２ ．�竜宮城はココの中にあります
 ３ ．�童話の「眠り姫」「人魚姫」「シンデレラ」などに

登場します
 ５ ．�シンデレラのはカボチャ製
 ６ ．�金太郎の相撲の相手です
 ９ ．�見た目
 11．�顔見知りという程度の間柄
12．�つるを登って巨人の家へ。「○○○○と豆の木」
14．�若気の○○○。オレも昔はワルだったぜ
16．�おばあさんの家に行ったら、寝ていたのはオオカ

ミ！このお話の主人公は？
18．�ピノキオとおじいさんは、コレのおなかの中で再

会した
20．�「不思議の国の○○○」には、チェシャ猫やトラ

ンプの女王も登場
22．�「午睡」と書く
23．�ウサギと競争をして勝ったのは？
24．「さるかに合戦」に登場するヘビー級助っ人

 １ ．�愚か者には見えないという服を着てパレードし
た「裸の○○○○」

 ４ ．見渡す限り砂ばかり
 ７ ．�桃太郎が鬼退治して、おじいさんとおばあさん

にもたらしました
 ８ ．�物語の前書き
 10 ． 桃太郎が鬼退治に行ったのは、陸続きではない所
 11 ． １本のわらからお屋敷ゲット「わらしべ○○○○○」
 13 ．大正の前
 15 ．広く持ちたいですね
 17 ．気体や液体などを留めておく容器
 19 ．日本は円、アメリカはドル
20．�遊ぶキリギリスを尻目にせっせと働きました
 21 ．�閻魔様が住む世界です
23．�イソップ童話では、おしゃれしてコンテストに

出る黒い鳥
24．釣りでピクッと動くのを待つ
25．�糊をなめて、おばあさんに舌を切られちゃったでチュン
26．�お椀の舟に箸の櫂で、いざ都へ「○○○○法師」

たてのかぎ11 22 33 44 55 66

ＤＤ

77 88 99 1010

ＢＢ

1111 1212

1313 1414 1515 1616

ＣＣ

1717 1818 1919

2020 2121 2222

2323 2424

ＡＡ

2525 2626

ＥＥ

前回の解答は

照

と
も
大
人
数
で
現
れ
て
、

派
手
な
踊
り
で
動
き
回
り
、

歌
詞
は
何
と
言
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
。
か
と

思
う
と
、
30
年
間
２
つ
の

歌
を
交
互
に
歌
っ
て
い
る

演
歌
歌
手
…
。
自
分
が
老

け
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思

う
。

　

年
末
恒
例
、
国
民
的
行

事
と
言
わ
れ
る
「
紅
白
歌

合
戦
」。
興
味
を
持
て
な

く
な
っ
て
久
し
い
。
男
女

編
集
後
記

編
集
後
記

ジ
Ａ

ェ
Ｂ

ッ
Ｃ

ト
Ｄ

キ
Ｅ

中建国保に加入のみなさまへ

　７年４月以降、まだ受診していない方は必ず受診して下さい。集団健診同
様に受診費用は無料です。

○オプション（希望者のみ）※下記の項目は血液検査です。
　・胃粘膜萎縮度検査（ペプシノーゲン）　個人負担2,200円
　・前立腺特異抗原（ＰＳＡ）　男性　　　個人負担1,550円
　・婦人科系検査（ＣＡ125）　 女性　　　個人負担1,750円
　・甲状腺機能検査（ＴＳＨ，ＦＴ3，ＦＴ4） 個人負担4,000円
　・循環器系検査（ＢＮＰ）　 　　　　　 個人負担2,000円

＜申込方法＞ 下記の日程から希望する日を選んで、中央健診センターへ直接連絡して下さい。

◇健 診 日　　２月18日(水)・19日(木)
◇受付時間　  午後１時～２時50分
◇会　　場　　秋田県総合保健事業団　中央健診センター（臨海　赤十字血液センター隣）
　　　　　　　〒010-0941 秋田市川尻町字大川反233-186
◇申込窓口　　中央健診センター
　　　　　　　電話　０１８－８９６－１８６０

２月の未受診者対象健康診断のお知らせ

※各先着15名

Threads

秋田建労パズルの回答は、
秋田建労の SNSでも募集中です！

X（旧 Twitter） Instagram TikTok

QRコードを読み込んで、@akitakenro_p へ DM（ダイレクトメッ
セージ）機能を使って、パズルの回答をお送りください。
「氏名・職種・支部名・組合員さんの近況」も添えてご応募ください！

異
常
気
象
と

異
常
な
ク
マ
の
行
動

　

 

【
中
央
支
部

　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｈ
】

　

平
成
19
年
３
月
号
の
機

関
紙
「
け
ん
ち
く
」
の
コ

ラ
ム
欄
に
ク
マ
に
関
す
る

記
事
を
書
い
た
こ
と
が
あ

る
。

　

今
、
季
節
を
問
わ
ず
ク

マ
の
異
常
な
行
動
に
人
々

の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
が
、
約
20
年
前
の
ク
マ

の
行
動
は
ど
う
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
平
成
18
年
か

ら
19
年
に
か
け
て
異
常
気

象
の
た
め
、
冬
が
来
な
い

ま
ま
春
が
来
て
し
ま
い
、

２
カ
月
も
早
く
「
フ
キ
ノ

ト
ウ
」
が
芽
吹
く
中
、
冬

眠
出
来
な
い
ク
マ
達
が
民

家
の
軒
下
や
縁
の
下
で
冬

ご
も
り
す
る
事
態
が
起
き

て
い
た
訳
で
、
何
も
今
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い

の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
今
に
比
べ
た

ら
格
段
に
被
害
は
少
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ク

マ
出
没
は
市
民
生
活
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
観
光

業
や
企
業
誘
致
な
ど
様
々

な
面
に
影
響
が
及
ぶ
ス
キ

ー
場
の
ス
ロ
ー
プ
に
ま
で

出
て
来
る
と
な
る
と
お
ち

お
ち
ス
キ
ー
を
楽
し
む
ど

こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。

　

住
み
分
け
が
出
来
る
な

ら
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
無
い
が
、
果
た
し
て
可

能
だ
ろ
う
か
。
共
生
に
し

て
も
し
か
り
だ
。
春
が
来

る
の
は
待
ち
遠
し
い
が
、

ク
マ
の
出
没
も
気
に
な
る
。

広
い
森
の
中
で
の
び
の
び

と
生
活
し
て
欲
し
い
と
思

う
。
問
題
な
の
は
食
べ
物

だ
。

組
合
な
ん
で
も
相
談

組
合
な
ん
で
も
相
談

組
合
な
ん
で
も
相
談

　
　
　
　
組
合
で
は
、
顧
問
弁
護
士
に

　
　
　
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
ま
ず
は
組
合
の
各
事
務
所
へ
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
弁
護
士
の
相
談
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

顧問弁護士による
無料相談

顧問弁護士による
無料相談

　現在、一人親方労災保険料につきま
して、１期（４月）・２期（７月）・３
期（10 月）の各 25 日（銀行休業日
は翌営業日）に口座振替としています
が、口座振替不能通知書送付のため
の郵送料金の値上がりや、保険料を
まとめて１回での支払いを望む意見が
みられること等を考慮し、令和８年度
より、年間保険料（手数料込）を毎
年４月25日（銀行休業日は翌営業日）
の口座振替１回のみへ変更させていた
だきます。
　ご加入の皆様には大変ご迷惑をお掛
けいたしますが、何卒、ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

一人親方労災保険へ加入している皆様へ

～保険料納入方法の変更について～


